
令和元年度  富屋小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

(1)基本目標 ・ 豊かな心と健やかな体をもち，自ら考え進んで学び，次代をたくましく生きる児童を育成する。 

(2)具体目標 ・ 元気でやりぬく子  ・ 自分で考え進んで学ぶ子  ・ 仲間のために考えはたらく子 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

本校教育目標達成のために，全職員が信頼と協調のもと，互いに高め合う人間関係を構築し，創意工夫と活力ある教育活動を

展開する。 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１） 地域の特性や教育力を生かした特色ある教育活動の推進 

（２） 道徳科の授業や体験活動を中核に，自他の生命を尊重し，感謝や思いやりなどの豊かな心を育成するための教育活動の 

推進による，いじめを生まない指導の充実 

（３） 自信や自己有用感を育成するため，積極的に児童一人一人のよさを認め励ます教育の推進 により，居がいのある温かい 

雰囲気の学級経営等による，不登校を生まない支援の充実 

（４） 学ぶ意欲の向上と基礎・基本の確実な定着を図り，主体的に学ぶ態度の育成とともに，学習課題をはっきり理解させ， 

見通しを大切にした「わかる授業」の一層の充実 

（５） 基本的な生活習慣の確立と社会性の育成を図る児童指導の充実 

（６） 自らの健康を大切にする能力や自己の安全を守る能力の育成 

（７） 勤務時間を意識した働き方の推進と，教育公務員としての使命感と誇りをもって，自らの資質の向上に努める職員研修 

の充実 

（８） 地域に開かれ，信頼される学校づくりの推進（地域はみんなの学校） 

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

（１）基本方針 

  ・国，県，市の方針を受け，本校教育目標達成のための経営方針や努力点，学校評価の反省等を踏まえた編成 

・基礎的・基本的な内容を重視しながら，創意工夫を生かした教育及び特色のある学校づくりを意図した編成 

・カリキュラムマネジメントの視点のもと，教育活動全体を通して学校教育目標が達成されるような編成 

（２）留意事項等 

  ・教育課程全体のバランスを図りながら，学習指導要領のねらいが実現可能な指導時間の十分な確保 

  ・問題解決的な学習や体験的な学習による，主体的・対話的で深い学びの実現と，思考力，判断力，表現力の伸長 

  ・学習形態や指導体制の充実による，個に応じたきめ細かな指導の充実 

  ・道徳の教科化に伴う内容の改善，児童の発達段階に応じた指導方法の工夫及び評価の改善 

  ・外国語を通じて言語や文化についての体験的な理解と，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成 

  ・総合的な学習の時間のねらいに即し，本校の特色を生かした横断的・総合的な学習や探求的な学習の推進と指導の充実 

  ・相互関連が十分配慮された特別活動の実施と，自発的・自治的活動を高める指導の工夫 

  ・すべての教育活動を通した，好ましい人間関係の構築と生活指導の充実，および「宮っ子の誓い」の意識化，実践化 

  ・県・市の人権教育基本方針に基づいた，人権尊重の理念についての理解 

  ・「元気っ子健康体力チェック」の結果を踏まえた指導の，より一層の充実 

  ・自他の生命を尊重し，健康で安全な生活を営む態度を育成するための，交通安全教室や避難訓練等の効果的な実施 

  ・コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ，適切に活用できるようにする情報活用能力の育成 

  ・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業の実践と，インクルーシブ教育の理念を踏まえた特別支援教育の推進 

  ・人と関わる力，勤労奉仕や努力を重んじる態度を養い，職業への関心を高め，自分の将来に希望をもち,目標を実現する意

欲や態度の育成 

  ・地域に根ざした総合的な学習の時間「富屋ふるさと学習」の推進による，地域を愛し，大切にしていこうとする態度の育

成 

別紙２ 

[晃陽地域学校園教育ビジョン］ 

   「地域に根ざし，子どもが生き生きと活動する晃陽地域学校園」 

－児童生徒の学習習慣の定着と学力向上を目指して－ 

 



５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】学校・家庭・地域の連携体制を基盤とした，地域に根ざした信頼と魅力ある学校づくりの推進 

【創意工夫と活力ある教育活動の展開】 

【 学 習 指 導 】〇自分で考え，進んで追究し，生き生きと表現することができる児童の育成 

                      ～基礎・基本を確実に定着させ，主体的に学ぶ態度を育てるための効果的な指導法の研究～ 

【 児 童 生 徒 指 導】〇生命の尊さを理解し，思いやりの心をもって正しく判断し，たくましく行動することができる児童の

育成 

【健康（体力・保健・食・安全）】〇健康的な生活習慣を身に付け，積極的に運動に取り組み，進んで体力を高めようとする児童の育成 

６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
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Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，授業中，話をし

っかりと聞いたり発表し

たりするなど，進んで学習

に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

① ＩＣＴを活用した教材・教具の工夫

や，課題解決のための話合い活動の場

の設定を効果的に行う。 

 

② 朝の学習に「学力強化週間」や「チ

ャレンジ学習」を設け，基礎・基本の

定着と応用力育成を目指す。 

 

③ 学校だよりや学年だより等を通し

て，協働的な学習の充実を図った授業

や児童の取組についての情報発信を

積極的に行う。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても，

思いやりの心をもって優

しく接している。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 道徳科の授業を通し，生命や人権を

尊重する心や，人を思いやる心などを

育てる。 

② 人権教育年間活動計画に基づき，全

教育活動を通して人権教育を計画的

に実施する。 

③ 各種特別活動において，他との交流

を深める活動を取り入れ，相手の立場

を考えて思いやる心を育む。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ３ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，きまりやマナー

を守って生活している。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

① 「富屋小のきまり」を守る指導を通

して，社会のきまりを守る態度を育成

する。 

 

② 児童の実態に応じた月ごとの生活

目標を立て，ルールやマナーに対する

意識を高める。 

 

③ 生活当番を中心として，児童の生活

の状況を確認し，課題などを共通理解

して指導にあたる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
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Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，時と場に応じた

あいさつをしている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員  ８５%以上 

⇒保護者  ８５%以上 

① 日頃から誰にでも元気なあいさつ

ができるよう指導を徹底する。 

 

② 地域や保護者と連携したあいさつ

週間を設定し，意識の高揚を図る。 

 

③ あいさつへの指導の取り組みにつ

いて各種便りで啓発する。 

  

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

➀ 児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多く設

けるとともに，担任も認め励ます指導

に努める。 

 

➁ 児童が粘り強く取り組む力を育む

ために，各教科の授業や行事におい

て，児童が目標をもって取り組む機会

を設けるとともに，目標の達成に向け

て努力している児童を賞賛する。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，健康や安全に気

を付けて生活している。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

➀ 児童が自分の健康を管理できるよ

う，生活習慣チェック表などを用い

て，養護教諭と担任が連携した，保健

指導や日常の生活指導を行う。 

 

➁ 健康を意識した望ましい食習慣の

形成を図るために，栄養士と連携した

ランチルームでの給食指導や，食育だ

よりでの啓発を行う。 

 

③ 危険を予測し自らの命を守り抜く

行動力を育成するため，日常指導にお

ける安全指導を充実するとともに，交

通安全教室，避難訓練等を計画的に実

施する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

① 宮・未来キャリア教育年間指導計画

に基づき、児童が自らのよさを自覚し

て夢や目標の実現に向けて取り組も

うとする意欲や，望ましい勤労観や職

業観を，全教育活動を通して意図的・

計画的に取り組む。 

 

② 生活や総合の授業におけるふるさ

と学習を推進し，自分の住む地域のよ

さを知るとともに，地域の方との交流

を図る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
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Ｂ１ 学校と家庭が一体

となり，児童が自ら学ぶ

楽しさを味わう指導を

充実する。 

【数値指標】〔全〕 

全体アンケート 

「学校や家庭での学習に，

自ら学ぶ意欲をもって取

り組んでいる。」 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒保護者 ８５％以上 

 

① 「学習の約束」を土台に，めあての

明確化，学習形態の工夫，振り返りの

充実等に取り組み，児童の学ぶ意欲を

高める。 

 

② 「家庭学習の手引き」の活用や「家 

庭学習強化週間」等を通して，各学年 

に応じた家庭学習の習慣化を図り，保 

護者の意識及び児童の自ら学ぶ意欲 

を高める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，英語を使ってコ

ミュニケーションしてい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 外国語活動を通じて，言語や文化に 

ついての体験的活動を意図的に増や

していく。 

 

② 学校内におけるALTとの日常的な交 

流によって，積極的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度を育成する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，宇都宮の良さを知

っている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

① 生活科，社会科，総合的な学習の時 

間の授業や，市内や地域での校外学習

等において，学習内容に関連させなが

ら児童が身近な地域や宇都宮市の良

さに気付く指導に努める。 

 

② 教師自身が身近な地域や宇都宮市 

の歴史，文化，伝統産業，特産物等に

ついて理解を深められるように努め

る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 児童がコンピューターや情報通信 

ネットワーク等の情報手段に親しみ，

適切に活用する能力を育成できるよ

う，授業において ICT 機器を活用する

機会を増やす。 

 

② 各学年のその時期の授業内容との  

関連に配慮した教育図書の整備充実

等，学校図書館の環境整備に努める。 

 

③ 読書の時間やボランティアや教師， 

児童による読み聞かせの時間，図書便

りの発行等を通して，児童の読書意欲

を喚起する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



童 

 

の 

 

姿 

Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。          

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても思

いやりの心をもってい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 道徳科の授業を通し，生命や人権を

尊重する心や，人を思いやる心などを

育てる。 

 

② 人権教育年間活動計画に基づき，全

教育活動を通して人権教育を計画的

に実施する。 

 

③ 総合的な学習の時間などで，地域の

高齢者と交流する機会を設け，感謝の

気持ちや思いやりの心を育む。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，環境問題や防災

等の「持続可能な社会」に

ついて，関心をもってい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

➀ 各教科領域における自然や環境に

関する学習を通して環境問題に対す

る関心を高め，環境と調和しながら生

きる意識や態度を育成する。 

 

➁ 危険を予測し自らの命を守り抜く

行動力を育成するため，日常指導にお

ける防災教育を充実するとともに，地

震や竜巻などの避難訓練等を計画的

に実施する。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
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Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

① 特別支援教育コーディネーターや

児童指導主任を中心に，全校で特別な

支援が必要な児童に対する共通理解

を図り，一人一人のニーズを踏まえた

支援を行う。 

 

② 特別支援学級の児童はもとより，通

常学級においても，必要において個別

の支援計画を作成し，それに基づく合

理的な配慮を伴う指導に努める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許さ

れないことを熱心に指導

してくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

① 日ごろからいじめは許されない行

為であることを指導するとともに，い

じめゼロ強調月間で，スローガン募集

やゼロリボン着用，いじめゼロ集会等

を実施し，いじめゼロへの意識向上を

図る。 

 

② 「生命尊重」を重点項目とした道徳

授業を各学年で実施するなど，「宮っ

子心の教育」を推進する。 

 

③ 学校での取組を学校便り等で保護

者に知らせる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



 

の 

 

姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 

 

指 

 

す 

Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，一人一人を大

切にし，児童がともに認め

励まし合う をつくって

くれている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

① 児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多く設

けるとともに，担任も認め励ます指導

に努める。 

 

② 教育相談，Ｑ－Ｕ調査，欠席状況調

査等の結果を活用し，不登校傾向のあ

る児童の早期発見を行い，校内対策委

員会を活用し，ＳＣなどの外部人材と

ともに全職員体制で対策を講じる。 

 

【【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

① 外国人児童について全校で共通理

解を図り，必要な支援やニーズを踏ま

えた支援を組織的に行う。 

 

② 児童が，外国の文化に触れる機会を

設け，それぞれの国のよさを尊重する

態度を育む。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，活気があり，明

るく生き生きとした雰囲

気である。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

① 児童の自発的な集会活動や学校行 

事等を通し，望ましい集団づくりと個 

に応じた指導の充実を図る。 

 

② 児童主体の特別支援学校や高齢者

施設等のと交流活動やホタル愛護，米

作り，民話活動等の「ふるさと学習」

の充実を図る。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方の授業は分かり

やすく，一人一人に丁寧に

教えてくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

① 授業のねらいや一人一人の課題を

明確にし，板書の構造化や振り返り

や，まとめ方を工夫して，児童の思考

や理解を深める授業の実践を図る。 

 

② PDCA サイクルを活用して指導の改

善を図り，一人一人への支援の充実を

目指す。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



 

学 

 

校 

 

の 

 

姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 

 

指 

 

す 

 

学 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる教職員が

チームとなり，協力して業

務に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

① 学校の諸課題への対応や，学校行事 

の実施等に，かがやきルーム指導員や 

学校司書業務嘱託員，ＳＣ等の専門性 

を生かしながら，全教職員が一丸とな 

って取り組むよう努める。 

 

② 教職員一人一人の得意分野やよさ 

を生かす組織運営に努め，困難を感じ 

る業務について気軽に相談し，助け合 

いながら，同僚性を高めていく。  

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，教職員の勤務時

間を意識して，業務の効率

化に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

① 教職員一人一人が，自己の働き方を 

見つめ，勤務時間の効果的な使い方や 

業務の効率的な処理に努める。 

② 各種行事等の企画・運営において， 

ねらいを明確にしながら，実施方法の 

工夫・改善を推進し，教職員の負担軽 

減を図る。 

③ 学習情報システムをはじめとした 

各種システムを効果的に活用し，業務 

を効率的に進める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，小学校と中学校

が連携した「小中一貫教

育・地域学校園」の取組を

行っている。 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

① あいさつ運動や中学校訪問，冒険活

動教室での交流を円滑に行い，児童が

中学校への期待をもつことができる

よう努める。 

 

② 乗り入れ授業や部会ごとの業務連

携などにより，教職員の交流・連携の

充実を図リ，教職員の資質能力の向上

に努める。 

 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，家庭・地域・企

業と連携・協力して，教育

活動や学校運営の充実を

図っている。」 

における肯定的回答 

⇒保護者  ８５%以上 

⇒地域住民 ８５%以上 

① 地域の人材や教育資源を有効に活

用するとともに，人材の確保に努め

る。（富屋再発見，ホタル学習，学校田

活動，地域施設見学，読み聞かせボラ

ンティア，民話活動等） 

 

② 地域と連携した教育活動を推進す

る。（ファイトとみや，収穫祭） 

 

③ 地域協議会との連携により，学校運 

営の充実を図る。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



 

校 

 

の 

 

姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 

 

指 

 

す 

 

学 

 

校 

 

の 

 

姿 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

学校は，家庭・地域・企業

と連携・協力して，教育活

動や学校運営の充実を図

っている。」 

における肯定的回答 

⇒保護者  ８５%以上 

⇒地域住民 ８５%以上 

① 地域の人材や教育資源を有効に活

用するとともに，人材の確保に努め

る。（富屋再発見，ホタル学習，学校田

活動，地域施設見学，読み聞かせボラ

ンティア，民話活動等） 

 

② 地域と連携した教育活動を推進す

る。（ファイトとみや，収穫祭） 

 

③ 地域協議会との連携により，学校運 

営の充実を図る。 

 

【Ａ２２①，②，③再掲】 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，利用する人の安

全に配慮した環境づくり

に努めている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

① 毎月安全点検を実施し，危険個所に 

ついては迅速な改善や修繕に努める。 

 

② 時期に応じて熱中症予防や感染症 

の蔓延に対する予防など，保健指導管 

理に努める。 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 児童がコンピューターや情報通信 

ネットワーク等の情報手段に親し

み，適切に活用する能力を育成でき

るよう，ICT 機器の管理に努める。 

 

② 各学年のその時期の授業内容との   

関連に配慮した教育図書の整備充実

等，学校図書館の環境整備に努める。          

【Ａ１０②再掲】 

 

③ 読書の時間やボランティアや教 

師，児童による読み聞かせの時間，

図書便りの発行等を通して，児童の

読書意欲を喚起する。 

【Ａ１０③再掲】 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ2 地域の様々な人々との

ふれあいを大切にした

活動を推進している。 

【数値指標】 

全体アンケート「様々な交

流活動や運動会，収穫祭等

の地域の活動に参加し，

様々な人々とふれあって

いる。」 

⇒児 童 ８５％以上 

教職員 ８５％以上 

① 富屋特別支援学校の児童・徳次郎保

育園や山王認定こども園の園児・ﾃﾞｲｻ

ｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰや地区独居老人との交流，祖

父母参観を通して，多様な人々とふれ

合う機会を設ける。 

 

② 地域の特色を生かした運動会や収

穫祭の内容を工夫し，様々な人々との

ふれあいを深め，地域への愛着を深め

る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

 



〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 

７ 学校関係者評価 

 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 


